	計画例Ｆ＜金融・保険業＞
Ｆ　社　行　動　計　画
　社員が仕事と子育てを両立させることができ、社員全員が働きやすい環境をつくることによって、全ての社員がその能力を十分に発揮できるようにするため、次のように行動計画を策定する。
１．計画期間      平成○年○月○日から平成○年○月○日までの○年間
２．内容
目標１．計画期間内に育児休業の取得状況を次の水準以上にする。
    男性社員（行員）－－－取得率を○％以上とすること。
    女性社員（行員）－－－取得率を○％以上とすること。
＜対策＞

・平成○年○月   男性も育児休業を取得できることを周知させるため、管理職を対象と　した研修の実施
・平成○年度～   育児休業中の社員（行員）で希望する者を対象とする職場復帰のための研修会を年に○回実施
目標２．平成○年○月までに、小学生未満の子を持つ社員（行員）が、希望する場合に利用できる短時間勤務制度を導入する。
＜対策＞
・平成○年○月　　社員（行員）のニーズ調査。制度の詳細に関する検討を開始
・平成○年○月～  社内広報誌とかビデオを活用した周知、啓発の実施
目標３．事業所内での託児施設の設置をはかる。
＜対策＞
・平成○年○月　　ニーズを調査するためプロジェクトチームを設置。単独か共同設置かを検討する
・平成○年度～　　受け入れ開始
（注）本行動計画は、あくまでも例示ですので、それぞれの事業所の実態に合わせた行動計画を立てて下さい。


